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今年の暁烏記念式は１９５０年からちょうど５０回目でした。そこで記念
シンポジウムが開催されました。（６月１８日。２～３ページに記事）。

－ １ －



８０名が参加，文庫の価値を再確認しました

第５０回金沢大学暁烏記念式・記念シンポジウム

「仏教文学と文献利用」開催報告

今年度の金沢大学暁烏記念式が６月１８日午後，角間キャンパスの大学教育開放センターで行われました。
この式典は，松任市出身の仏教哲学者暁烏敏（あけがらすはや）師からその個人蔵書約５万冊が本学の創
立期に寄贈されたことを記念して始まり，５０回目の今回は記念シンポジウムも開催されました。
師の孫にあたる暁烏照夫氏をお迎えした式典に続き，立教大学文学部の小峯和明教授による基調講演が
あり，その後，小峯教授，本学の文学部木越治教授，教育学部山本一教授をパネリストに迎え，附属図書
館橋本哲哉館長の司会で「仏教文学と文献利用」をテーマに記念シンポジウムが進められました。
以下に，基調講演とシンポジウムでの発表の要旨を報告します。 （まとめ：広報委員会）

基調講演

寺院の文庫と海外流出資料

小峯和明 立教大学文学部教授

和古書は，活字以前の資料，例えば写本や版本

が対象であり，古文書とは異なる。あくまで書物

としてまとめられているものを言う。和古書につ

いては，まず，「国書総目録」「古典籍総合目録」

という活字以前の書物の総覧に載っているかどう

かを調べる。

寺院の文庫を中心に紹介すると，天台宗の場合，

比叡山延暦寺には叡山文庫があり，データベース

化と，奥書を集めたものの出版が進められている。

西教寺（さいきょうじ）の正教蔵（しょうきょう

ぞう）や，早稲田大学の教林（きょうりん）文庫，

仙台の仙岳院にも貴重な資料がある。

教林文庫の重要な部分を写した厳覚（ごんか

く）という学僧の写本を，仙岳院で見つけた。叡

山の本が仙台まで旅をしたということである。

真言宗でも，天台宗と並び，資料が多く集めら

れている。高野山を始め，各地の真言系の寺にも

多く残されている。

本好きな人が必ずいて，そういう人が資料を集

め，そこには資料が残るものである。調査に行く

と，そういう過去の人とのつながりというものを

感じることができる。資料をみていて面白いのは，

意外なつながりを見つけること，また，関心のあ

る資料を見に行ったときに思わぬものを見つけ，

そこから別のテーマが出てくることである。資料

に導かれるテーマと言える。

資料の海外流出について触れるが，流出という

言葉は適当ではない。意識的に流れたものもある。

イエール大学図書館やワシントン議会図書館に朝

河貫一という人のコレクションがある。ここにも

厳覚の名のある書物があった。また，アイルラン

ドのダブリンのチェスタービーティライブラリィ

には，日本の絵巻と絵本のコレクションがあり，

貴重な絵巻や絵本も多い。

日本の図像学はかなり遅れており，日本では絵

金沢大学附属図書館報
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というものが研究対象になってこなかったが，テ

キストにある絵・挿絵を集めて自由に見られるよ

うな体勢が望ましい。

私が専門にしている今昔物語集の鈴鹿本を京大

では電子テキストにし，すべて見られるように

なっている。金沢大学でも是非そういう努力をさ

れてはいかがかと申し上げたい。

シンポジウム「仏教文学と文献利用」

発表

暁烏文庫のデータベース化に携って

木越治 文学部教授

暁烏文庫にある本で，国書総目録に載っていな

いものがあるのは，きちんとした暁烏文庫の目録

がないからではないか，と思っていたところ，科

学研究費でのデータベース化を進めることになっ

た。苦労したのは業者に渡すデータをどう作るか，

ということであった。

問題になったのは，「和書」の範囲である。当

初は「活字本でないもの」であったが，途中から

「和装で中味が活字のもの」も対象にすることに

変更したところ，データシートの記入が増えてし

まった。業者には入力範囲の選択は無理であるた

め，どう対処するのか，という当初は予想してい

なかったことが問題になった。

現在，四苦八苦しながらデータベース化を進め

ているが，しかし，公開されれば全国の研究者が

利用できるようになるだろう。できれば，冊子目

録を出すことを希望している。

発表

暁烏文庫と日本文学研究

山本一 教育学部教授

中世文学を中心に日本文学の研究というものは，

文学の内容だけでなく，その周りの領域，特に注

釈への関心が大きい。注釈作業との関係で，宗教

的な教理・儀礼への関心など，今までのジャンル

を横断する注釈への関心が高まってきた。今は，

書物に対して包括的な視点が必要だという意識が

ある。

中世文学の立場から暁烏文庫について述べると，

暁烏文庫は包括的な文庫を志向しているように思

える。仏教書が多いのは勿論だが，各宗派につい

て収集されており，その総合性が日本文学研究の

流れから見て，興味深いものと感じられる。

広く公開されることにより，暁烏文庫にある版

本のような貴重な書物が研究対象になっていって

欲しい。

会場には学内外から約８０名の参加者が集まり，

総合科目「大学図書館への招待」の受講生の姿も

目立ちました。また，質疑の時間では，データベー

ス化作業への要望や，暁烏敏師と南方熊楠（みな

かたくまぐす）の書籍収集法の比較などの話題が

出て時間ぎりぎりまで盛り上がり，５０回目にふさ

わしい記念式となりました。

なお，暁烏文庫は中央館保存書庫で利用でき，

洋装本については蔵書検索システム（OPAC）で

も順次検索が可能になりつつあり，和装本は科学

研究費によるデータベース化が進められています。

こ だ ま 第１３５号 １９９９年１０月１日

参加者と質疑応答するパネリスト。左から，橋本
館長（司会），小峯教授，木越教授，山本教授。
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ただいち

暁烏文庫と父，松本唯一
たけ お

松本�生
名誉教授（理学部）

金沢大学に奉職してまもなく暁烏文庫の存在を
知った。暁烏先生は，たびたび我家にもいらしゃっ
た，あの偉い眼の悪いお坊さんではないかと云う
幼少の記憶がよみがえりつつも，丸ノ内時代は不
覚にも文庫に接することもなく過ぎ去った。２０年
を経て大学が角間町に移ってから，中央図書館を
利用することも多くなった。暁烏文庫は専門の欧
文誌のそばに設置されていたので，折りにふれて
かいま見ることになった。意外にも理系の書物も
多く，暁烏先生の博識ぶりに感嘆を覚えた。更に
驚いたことに，あるとき，父の名を付した本をみ
つけた。それは今まで見たことのない父の考案に
よる鉱物学の教科書らしきものであった。奇しく
も金沢大学創立５０周年記念式の際，図書館長橋本
哲哉教授にこの話をしたことがきっかけで筆をと
ることになり，改めて暁烏先生と父との関係を調
べ，考察する機会を得た。図書館専門員梶井重明
氏のお力を借りて改めて見つかった父に関係する
本を列記してみよう。

［Ⅰ］「河村幹雄博士遺稿」河村幹雄博士遺稿刊
行会編。昭和８年３月（１１５０頁）。【写真１】
この膨大な本の冒頭に「暁烏先生 松本唯一
昭和８年５月１５日」の墨述が見られる。再販要望
が多かったもので，その一部分が昭和９年５月河
村幹雄博士遺稿「名も無き民のこころ」（長男河
村英雄編）として，岩波書店から出版された（こ
れも文庫にある）。河村幹雄博士（地質学）は，
九州帝国大学教授を勤められた。父は一高学生時
代から，兄彦七郎と一高での同期の河村先生の影
響を受け，専攻を電気工学から地質学に変更した。
河村幹雄は教育の重要性を主張し，思想問題は別
にしても，現代でも通じる所がある。

［Ⅱ］「大阿蘇の新研究」松本唯一（明治専門学
校・九州帝国大学教授）

熊本地歴研究会。昭和７年２月発行（１７０頁，
大付図４，）。
昭和６年，唯一が阿蘇山にて昭和天皇に御進講
し，熊本で「記念講習会」が催された。それをも
とに執筆され，熊本地歴研究会で出版されたもの
である。父は明専，九大の講義，実験が終わると，
早速地質調査に出かけ，成果発表も惜しんで唯一
人で九州の火山発達史の研究を続けた。地質，火
山から説き起こし，日本の地帯構造概略，九州の
火山地質概略そして阿蘇火山の研究が紹介され，
興味深い。私的なことであるが，昭和６年の父の
写真も付されて居り懐かしさも一入である。部数
も少なく，貴重なものである。

［Ⅲ］「The Four Gegantic Caldera Volcanoes of

Kyushu．」by Tadaiti MATUMOTO，
National Research Council of Japan，Japanese

Journal of Geology and Geography，
Vol．XIX，Special Number，Tokyo，October，１９４３．
（５７頁＋２０図＋３３図版 約２００頁）。【写真２，３】

「恭呈 暁烏先生 昭和２４年５月２３日 松本唯
一」と父の筆記がみられる。それまでの「九州の
四つの巨大カルデラ火山」研究成果を総括したも
ので，麻生太賀吉（吉田茂の娘和子の婿）の援助
で，日本地質学地理学刊報の特別号で出版された。
この英文による大論文は全世界に紹介され学会
教育界にも影響を与え，またこの学説は旧来の阿
蘇観を根底から覆えして国定教科書の一部を改訂
させたものである。現在では想像すらできないこ
とだが，戦時中に記されたため，出版前，軍の検
閲（特に陸軍省は厳しい）で地質調査の生のデー
ター入りの地図類の多くが，許可されぬばかりか，
使い物にならないよう墨で消され没となった。終
戦混乱時を経て，６年後にやっと暁烏先生にさし
あげることができたのであろう。

金沢大学附属図書館報
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尚前述した鉱物学の教科書らしきものは，梶井
氏のお手を煩わし今回改めて探したが，残念なが
らカードさえも見当たらない。長兄は父が中学の
教科書を作りかけたような気がするといっていた
のでその試本だったかもしれない。今となっては
幻の本となった。

冒頭に述べた様に暁烏敏先生は私の幼少時から，
わが家の大切な客人であった。しかし先生と父と
の接点をはっきり確かめぬままに父母は他界した。
今回，野本永久著「暁烏敏伝」や，暁烏敏全集に
よって判明したことによると，それは今川覚神に
負う所が大きい。今川先生は，暁烏敏先生が若い
時から師と仰ぎ，大正３年（１９１４），３７歳で再婚
された総子夫人（当時２１歳，母，多は金沢常福寺
出）の岳父であった。明治２９年（１８９６），真宗の
宗門改革の折り，生活，運動費調達のため，改革
運動家の一人として今川覚神は熊本の中学済済黌
に単身赴任した。かって，島流しもそう長くある
まいと言った今川覚神（数学）は，熊本から戸畑
へ移り，明治４０年（１９０７）安川敬一郎，松本健次
郎が前東大総長山川健次郎に建学理念を一任し設
立した明治専門学校（現九州工大）に勤め，遂に
一生九州を出なかった。
父唯一は，大正１０年（１９２１）明治専門学校教授
となり，校内の官舎に居を定め，同じ官舎住まい
の今川先生と親交を得た。暁烏先生と明治専門学
校とは，浅からぬ因縁があった。昭和２年（１９２７）
暁烏先生の始めてのインド，欧州等旅行のおり，
ベルリンとその近郊（５／１８－２２，６／２５－２７）
を案内した大塚明朗教授（物理学，後，東京教育
大学光学研究所長）も，明治専門学校での知り合

いである。１９１２年の暁烏敏先生の始めての九州説
法旅行は覚神の居る戸畑を振出に行なわれた。以
後毎年，戸畑の今川先生を尋ねられる。多分父母
は戸畑時代当初より，今川先生を通じて暁烏敏先
生との知遇を得たのであろう。
暁烏敏先生は真宗哲学のみならず専門以外のこ
とにも通じておられその博識ぶりには目をみはる
ものがあった。両親も多くの事に興味をもち，有
志の方々と万葉集，古事記などの輪読もしていた
し，また母の父，平井金三は１８９３年のシカゴにお
ける万国宗教会議にも出席した汎宗教家ともいえ
る人だったので，宗教的な話題でも共鳴し，会話
もはずんだであろう。

暁烏年譜をみると，昭和１０年（１９３５） 戸畑で
の宿は松本唯一方とあり，以後昭和１９年（１９４４）
秋まで続いている。昭和１１年（１９３６），今川先生
が亡くなられ，戦後熊本へ転勤するまで，父が戸
畑での世話役をした。尚「今川多刀自を送る」と
いう父の長歌が残っている。暁烏日記をひもとい
て見たが，眼を患われたためか昭和１０年代以後肝
心な日記は存在しない。そのため記録が殆ど無く
残念である。もし手懸になることがあれば，ご教
示お願いしたい。

尚蛇足ではあるが，明専卒業生故藤田哲也シカ
ゴ大学名誉教授（１９９８．１１．１９逝去）の最終論文
「Mystery of El Niño and Hurricanes」（９８ Jan．）を
図書館に寄贈した。藤田氏は父の許で地質学を修
め，戦後アメリカへ渡り，気象学，特にトルネー
ド，ダウンバースト研究で世界の第一人者となっ
た。明治専門学校に所縁あるものとして付記する。

こ だ ま 第１３５号 １９９９年１０月１日

【写真１】『河村幹雄博士遺稿』
（写真１～３はいずれも当館暁烏
文庫所蔵資料）

【写真２】『Japanese Journal of
Geology and Geography』
１９巻特別号

【写真３】１９巻特別号見返し部分。
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図書館のトピックス

総合科目「大学図書館への招待」
７１名が単位を取得して無事終了

総合科目

「大学図書館

への招待・み

ずから学ぶ，

図書資料を楽

しむ」（平成

１１年度前期課

程）が終了し

ました。

受講希望者は１３３名（うち１年生は１０６名）あり，

抽選の結果７９名（うち１年生は６２名）が受講登録

しました。３回のレポート提出（うち１回は随意）

が課せられ，単位取得者は７１名でした。

今年は，図書館を会場にした授業ではパソコン

を使った検索実習の時間を多くし，図書館や資料

館の見学の時間も多くしました。また，授業の期

間中に開催された「暁烏記念講演・シンポジウ

ム」に参加された方たちは，「古い本“古典”」

に対して大いに興味を持たれたようです。昨年と

は少し違ったこの授業の成果を生かして，図書館

を使いこなしてください。

書庫に入ったことのない方，OPACを使ったこ

とのない方，論文検索をしたことのない方・・・，

レポート提出の前に，卒業論文準備の前に「図書

館の使い方」にトライしてみてください。質問な

どは，図書館カウンターへどうぞ。（参考調査係）

金沢大学見学会で，夏休みの
高校生たちに図書館を開放

夏休み中

の８月４日，

金沢大学見学

会（いわゆる

オープンキャ

ンパス）が開

催され，図書

館中央館でも

来館歓迎のポスターを掲示したり，この「こだま」

を配布したりして高校生たちに自由に図書館を見

学してもらいました。

当日は大変な猛暑で，蒸し暑い図書館となり

少々気の毒でしたが，フレッシュな高校生たちが

たくさんやってきて，珍しそうに館内を見学して

いました。経済学部志望者対象のキャンパスツ

アーには図書館と資料館も組み込まれ，館内の説

明をさせていただきました。また，先生が高校生

たちを引き連れて来館され，書庫をお見せするこ

ともありました。さて，図書館への印象が入学動

機によい影響を与えるかどうか，気になるところ

です。 （資料サービス係）

順番待ち行列を解消へ
検索コーナーにパソコンを増設

ノートパソコン持ち込み歓迎
情報コンセントが登場
（中央館）

９月末に情

報機器が新設

・増設されま

した。

検 索 コ ー

ナーのイン

ターネット用

パソコンを５

金沢大学附属図書館報

図書館の特長を貼り出しアピール。

図書館電算室も見学しました。

検索コーナーのスペースも拡張。

－ ６ －



台増設して合計１０台にしました。現在の需要では

１０台でも行列ができてしまいそうですが，当面は

混雑がかなり緩和されるはずです。また OPAC

用パソコンを１台増設して合計６台にしました。

当館には今まで利用者用の情報コンセントが全

くなく，情報

利用環境の整

備が遅れてい

ましたが，２

階窓側のキャ

レルに８ポー

ト分の情報コ

ンセントが，

また３階に４ポート分の情報コンセントが新設さ

れました。ご自分のノートパソコンを持ち込んで

インターネット利用が可能になります。学内 LAN

への接続は DHCP方式ですので，パソコン側は

簡単な設定をするだけで接続できます。

なお，ネットワークのセキュリティ確保のため，

情報コンセント利用にあたっては必ず，備え付け

の「金沢大学ネットワーク接続申請書」を図書館

カウンターへ提出してください。その際，ご自分

の機器のMACアドレスが必要です。

（電子情報係・資料サービス係）

医学部で洋雑誌の所蔵データを
遡及入力開始。
貸出手続きなどが便利に

７月から医学図書館所蔵資料の遡及入力が始ま

りました。これは，所蔵情報の電子化を図るもの

です。第一段階として医学部で利用の多い洋雑誌

製本分について作業を行い，８月末現在で約

２７，０００冊が入

力されました。

順次，和雑誌

製本分，図書

の入力作業を

進めていく予

定です。

入力が完了

した資料は，今まで雑誌貸出の際には必要だった

借覧証への記入手続きを省略して貸出が可能とな

ります。また，資料貸出状況の OPACからの検

索も可能となります。資料の表紙下方に１０桁の

バーコードラベルが貼られているものが入力済の

ものです。

ラベルが貼られていない雑誌の貸出につきまし

ては，当面，今まで通り借覧証への記入をお願い

いたします。なお，未製本の雑誌につきましては，

今後も入力の予定はありませんので，貸出の際に

は引き続き借覧証への記入をお願いすることにな

ります。 （医学部分館）

保健学科図書室，来春に新築棟へ
年度末までは体育館へ仮引越し

医学部保健

学科図書室

（鶴間キャン

パス）は，約

半年間小立野

体育館第一ト

レーニング

ルーム（同じ

キャンパス内）を図書室に，体育館旧教官室を事

務室として業務を行うことになりました。

これは現在建設中の３号館１階に約３５０平米の

新図書室が来年３月に完成する予定であり，旧図

書室跡は看護学専攻の実験・実習室になりその改

修工事が並行して行われるためです。

８月１６日～９月１０日まで業務を一時中断し，書

籍の梱包作業・運搬等の大移動を行いました。学

生・教職員・大学間相互協力に影響を及ぼさない

よう配慮しましたが，仮の書庫には全資料の配架

が困難なため，全資料の３割程度を箱詰めするこ

とにしましたので，多少の不便はおかけすること

になります。

業務は９月１３日から再開しました。新図書室で

のオープンまで何かと不便をおかけしますがご協

力のほどお願いいたします。

（医学部保健学科図書室）

こ だ ま 第１３５号 １９９９年１０月１日

Windows でもMac でもOKです。

３月までこの体育館で業務をします。

データ入力し貸出用ラベルを貼ります。

－ ７ －



利用可能なオンライン・ジャーナル
当館ホームページで随時紹介中

「電子ジャーナル」は，スタンド・アロン型とネ
ットワーク型に分けられますが，ここではネット
ワークで学術雑誌を利用する場合に「オンライン・
ジャーナル」という名称を用いることとします。
学術雑誌の発行元である学協会・出版社等が電子

化した雑誌の情報をインターネット上で提供してい
ますが，利用の形態や収録範囲も発行元，雑誌によっ
て様々です。
一般に，オンライン・ジャーナルは，１．場所，時

間に関わらず利用，２．複数の利用，３．ファイリング
の効率化，４．検索機能の拡大，５．保存のための費用
・スペースの削減というメリットがある反面，１．供
給までの時間，２．画像の品質，３．情報流通に対する
制限の可能性，４．掲載論文の信頼性管理と学術研究
成果の固定化不安，５．契約期限を過ぎると利用出来
ない，６．費用の増大，７．相互利用サービス等の問題
点も残されています。
オンライン・ジャーナルの利用には，直接海外出

版社等のホームページにアクセスできるものもあり

ますが，出版社にライセンス契約を申し込まないと
利用出来ないもの，あるいは，購読者が購読番号等
でオンライン申し込みをして利用するものと様々で
す。中央館では，このライセンス契約を申し込む必
要のあるものについて手続きを行い，現在学内研究
者に提供しているところです。
そして，電子ジャーナルの出版・契約の形態その

ものが，現在試行から業務ベースへの移行期でもあ
り，出版社や提供者の戦略も異なり，安定した利用
環境ではないため，本学で利用可能となったオンラ
イン・ジャーナルから順に，附属図書館のホーム
ページで，利用案内していきますので利用者の皆様
のご理解をお願いします。
なお，当面は雑誌の冊子体購読に対応して無料で提
供されるものとなりますが，将来的には有料化され
るものもあると思われ，複数の同時利用を生かし重
複購入を回避する手段として導入効果を計る必要も
あるでしょう。 （雑誌情報係・電子情報係）

※詳細情報は当館ホームページの「掲示板」に掲載
されています。
http : //www.lib.kanazawa-u.ac.jp/

としょかん日誌
（１９９９年６月～８月）

６月２日 中堅職員研修会（人事院）守本瞬（図書情報係）
～４日 受講
６月８日 平成１１年度第１回自己啓発講演会（事務局）

岡本眞由美（総務係），中条康純（電子情報係），
宗近美佐子（参考調査係）受講

６月１８日 第５０回暁烏記念式開催
６月２３日 第４６回国立大学図書館協議会総会（仙台国際セ
～２４日 ンター）橋本哲哉（図書館長），青山弘（事務

部長），金井晃（情報管理課長）出席，越野正
勝（図書館専門員），梶井重明（図書館専門員）
視察，松原美重子（参考調査係長）事例発表

６月２４日 金沢地区大学図書館協議会定例会議（小松短期
大学），小川恭弘（資料サービス係長）出席

７月１日 金沢大学新規採用職員研修会 越野正勝（図書
館専門員），梶井重明（図書館専門員）講義

７月２２日 新 CAT/ILLシステム講習会（京都大学）
押見智美（図書情報係）受講

８月４日 金沢大学見学会開催
８月２５日 平成１１年度図書館等職員著作権実務講習会（岡
～２７日 山大学）小川恭弘（資料サービス係長）受講
８月３０日 平成１１年度北陸地区国立大学附属図書館会計担

当者会議（富山大学）杉本美子（図書情報係長），
橋美穂（雑誌情報係）出席

編集後記 ８月のある日，東京の学生さんが，
夏休みで帰省したのを活用して中央
館にやってきました。その学生さん，
「ここはとってもすばらしい図書館

です！」と大層感激して帰っていきました。実際には課
題山積ですから応対した私はうれしいのが半分，とまど
いが半分。でもとにかく図書館は前進します。この号に
もサービス改善のニュースを載せることができました。

（編集担当 資料サービス係小川）
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読者の皆様からのおたよりをお待ちしております。

表題地模様 ○Ｃ Toku Yusui（加賀友禅染絵『さやぐ，おどる』。由水十久（１９１３－１９８８）は金沢出身の加賀友禅作家です。）
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